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（１）水素の県内関連産業の主な県内プレイヤーリスト

《大口熱需要企業》 【デンソー】【住友ゴム工業】
【保土谷化学】【福島製鋼】等

つくる ためる・はこぶ つかう

機器
部品
供給

導入
運用

保守

研究
開発

《水素研究》：

《燃料電池》
総組立：【北芝電機】

《実証研究》

《配管・溶接・据付・現地工事》

【産総研FREA】 【福島県ハイテクプラザ】

【IHI】

【日大工学部】【福島大学】

FH2R：【NEDO】 【岩谷産業】 【東北電力】【東芝】

【久工業所】 【大和三光】 【エンドーウエルディング】 【木村管工】 【協三工業】

《ステーション運用》 【ふくしまハイドロサプライ】【根本通商】【佐藤燃料】【伊達重機】

【清水建設】
【旭化成】

【日立製作所】 【日立造船】他事業：

《水電解装置》 《水素貯蔵装置》
・整流器：該当なし
・変圧器：【北芝電機】

《水素ステーション》

・ディスペンサー：【トキコシステム・S】
・総組立：【大陽日酸エンジニアリング】

・ドライヤ：該当なし
・純水装置：【新日本電工】

《板金・製缶・機械加工》 【シオヤユニテック】 【藤井製作所】 【常興工業】 【クラフト】 【二光製作所】 【福島熔材】

《工業用水素》
【クレハ】 【保土谷化学】

《ソフト・制御・通信・電気工事》 【日本工営】 【未来制御】 【ミライト】 【六洋電気】 【大槻電設】 【浅川電設】

《水素用バルブ》 【大野ベロー】 【朝日ラバー】

《メンテナンス》 【エイブル】 【フェニックス】 【協立エンジニアリング】 【ピュアロン・ジャパン】

《公共施設》 【いわき市】【郡山市】【福島市】【浪江町】

・水素貯槽：【エア・ウォータ】
・コンプレッサー：該当なし

《水素透過膜》 【山王】 【チームやぶき】
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内部(県内)環境

外
部
環
境

・新エネ社会構想による国、県の支援
・福島水素エネルギー研究フィールド FH2R
・産総研FREAの県内立地と連携
・ハイテクプラザやEAFによる支援
・水素先進地ドイツ他欧州とのネットワーク

・県内プレーヤー(企業)が少なく
水素産業創出と集積推進が急務

・特にコア技術を持った企業が少ない
・人材が育っておらず技術習得を要す
・現時点では水素市場は、未成熟

・福島新エネ社会構想の改定
(第2フェーズにおける水素の強化)

・県とNEDOの水素に関する協定締結
・世界的な脱炭素・ゼロエミッション化
の機運の高まりにより、水素が脚光

・グリーン水素生成に必要な再エネの量と
コストで他国の後塵を拝している事

・他国における水素関連産業の急速な伸長
・ウクライナ情勢による、水素の位置付けへの
劇的な影響

・コア技術を持った企業の誘致
・潜在プレーヤーの新規参入掘り起し
・水素関連企業との積極的マッチング
・国内外先進モデル地域との連携
・市場拡大、人材育成に対する支援

・大型実証研究開発事業等への支援
・将来を見据えた水素発電やパイプライン構築
・公共施設への水素活用モデル構築、導入
・ビジネスモデル、サプライチェーンの創出支援

・FREAとの連携による、高効率で低コストな
水素製造システムの開発支援

・ハイテクプラザによる企業の技術開発支援
・知財の権利化支援

・急速な国内外の情勢変化に応じた
関連政策のタイムリーな見直し

・国内産業の保護育成政策の
立案、推進

◆「福島新エネ社会構想」第1フェーズ
で取り組んできた水素社会構築に向け
た活動をベースに、今後の水素関係に
おける外部環境として｢機会」｢脅威｣、
内部環境としての｢強み｣｢弱み｣から
課題をクロス分析し､戦略を立案･策定
した。

強み Strengths 弱み Weaknesses

機会 Opportunities

脅威 Threats

積極攻勢戦略 弱点強化戦略

差別化戦略 防衛戦略

（２）水素の県内関連産業取組のクロスSWOT分析


